
いちごドリルプリント

九州地方 名前

問1 九州地方に位置するある県は、年間の農業産出額が4000億円を超え、全国でも有数の農業県として知られています。この県の農業産出額の内訳
において、豚や肉用牛、ブロイラーなどの「畜産」が占める割合は約60.9%と過半数に達していますが、この県はどこですか。 （2016年

福岡県公立入試 類似）

1. 鹿児島県 2. 北海道 3. 茨城県 4. 宮崎県

問2 熊本県の農業産出額の内訳を分析したとき、野菜と畜産の産出額がいずれも1,100億円を超えている状況から読み取れる、この地域の農業の強み
としてふさわしい説明を選びなさい。 （2020年 熊本県公立入試 類似）

1. 野菜と畜産の両方で高い産出額を
維持しており、多角的な農業経営が
実現されている。

2. 野菜の産出額は高いものの、畜産
や果実の生産は減少傾向にあり、特
定の品目への依存が進んでいる。

3. 米の産出額が他の品目を圧倒して
おり、単作地帯としての特色が強い
。

4. 農産物の輸出に特化しているため
、国内向けの野菜や畜産の生産額は
極めて低い。

問3 熊本県に位置する阿蘇山に見られる、大規模な噴火によって地下のマグマが噴出した後、地表が陥没して形成された大きなくぼんだ地形を何と
いいますか。 （2024年 千葉県公立入試 類似）

1. 扇状地 2. シラス台地 3. 三角州 4. カルデラ

問4 茶の生産量で全国1位の静岡県（36%）に対し、生産額で静岡県（28%）を上回り全国1位となっている鹿児島県の茶生産の背景として、最も適
切な説明はどれですか。 （2022年 三重県公立入試 類似）

1. 寒冷な気候に耐えられる品種改良
を行い、他県が生産できない冬の時
期に出荷を集中させている。

2. シラス台地などの広大な平坦地を
活用し、大型機械を導入した効率的
な大規模生産が行われている。

3. 都市近郊の立地を活かして、生産
された茶のほとんどを加工せずに新
鮮な状態で消費地に直接販売してい
る。

4. 急峻な山間部の地形を活かし、霧
の発生しやすい環境で手摘みによる
高級茶生産に特化している。

問5 九州地方の北西部に位置するある県は、東側を福岡県、西側を長崎県に挟まれており、北側は対馬海流が流れる玄界灘、南側は日本最大の干満
差で知られる有明海という、特徴の異なる二つの海に面しています。この条件に当てはまる県はどこですか。 （2025年 静岡県公立入試 類似）

1. 熊本県 2. 長崎県 3. 佐賀県 4. 大分県

問6 九州地方に位置するある県に関する統計において、第1次産業の就業者割合が10％を超えており、農業産出額が4000億円を上回る全国有数の規
模となっています。また、この県の製造品出荷額で最も大きな割合を占める品目が「食料品」であるとき、あてはまる県名はどれですか。
（2016年 山形県公立入試 類似）

1. 山形県 2. 静岡県 3. 千葉県 4. 鹿児島県

問7 鹿児島県のシラス台地において、古くから稲作よりもサツマイモなどの畑作や畜産業が中心となってきた理由を、土地の性質に着目して説明し
たものとして正しいものはどれですか。 （2022年 宮城県公立入試 類似）

1. 土壌の粒子が粗く水はけがよすぎ
るため、稲作に必要な水を地表に蓄
えるのが難しかったから。

2. 標高が非常に高く年間を通じて気
温が低いため、米の成長に必要な積
算温度が不足していたから。

3. 土地が非常に低く湿っており、大
雨のたびに冠水するため、水田を維
持することが困難だったから。

4. 土地に含まれる火山性の成分が米
の根を枯らしてしまうため、植物の
栽培自体が不可能だったから。

問8 九州地方の農業統計において、肉用牛の飼育数が約32万頭と突出して多く、温暖な気候を活かした畜産業と、ビニールハウスなどを活用した野
菜栽培を組み合わせた農業が行われている県はどこか。 （2019年 北海道公立入試 類似）

1. 宮崎県 2. 鹿児島県 3. 福岡県 4. 大分県

問9 鹿児島県の自然環境と産業の特色について説明した文として、適切なものはどれですか。 （2024年 東京都公立入試 類似）

1. 温暖な気候を活かした促成栽培が
中心であり、ピーマンやなすの生産
量が日本一である一方、畜産業は小
規模に留まっている。

2. 薩摩半島と大隅半島に挟まれた湾
の中に桜島という活発な火山があり
、周辺の台地では肉用牛や豚の飼育
が盛んに行われている。

3. 県内の大部分が盆地で構成されて
おり、火山灰の肥沃な土壌を活かし
て、ブランド米の生産が県内農業の
収益の柱となっている。

4. 九州山地から流れる急流を活かし
た水力発電が盛んで、その安価な電
力を利用して沿岸部ではアルミニウ
ム工業が発達している。

問10 鹿児島県などの南九州に広がるシラス台地では、一般的な地域の井戸が約6メートルから10メートル程度の深さであるのに対し、約64メートル
もの深さがある「深井戸」が掘られてきました。このように極端に深い井戸が必要とされた理由として最も適切な説明はどれですか。 （2024年

福井県公立入試 類似）

1. 地表を覆う火山噴出物の層が極め
て水はけ良く、地下深くの帯水層ま
で掘り進める必要があるため

2. 関東ローム層と呼ばれる粘土質の
層が厚く、地表付近の水の浸透を妨
げているため

3. 花こう岩の地層が地表近くまで迫
っており、岩盤の隙間にあるわずか
な水を確保するため

4. 台風による塩害を防ぐため、海水
の混入しない深層の真水を確保する
必要があるため

問11 九州・沖縄地方の産業構造について、人口密度が約632.7人/k㎡で、第3次産業の割合が約80.7％と極めて高い数値を示す県があります。この県
の第3次産業がこれほどまでに高い割合を占めている背景として、最も適切な説明を選択してください。 （2020年 和歌山県公立入試 類似）

1. 鉄鋼業や化学工業などの重化学工
業が古くから発展し、第2次産業を牽
引しているため

2. 亜熱帯の気候や独自の文化を活か
した観光業が、県の経済を支える中
心となっているため

3. シリコンアイランドと呼ばれ、IC
（集積回路）の生産工場が沿岸部に
集中しているため

4. 広大な平野を利用した大規模な稲
作が行われ、農産物の加工業が発展
しているため

問12 九州地方の火山に関連する地理的事象とその影響について、背景や理由を含めた記述として最も適切なものはどれですか。 （2018年 千葉県公立入試

類似）

1. 火山地帯は地盤が非常に強固であ
るため、大規模な工業団地や製鉄所
の建設に適しており、北九州工業地
帯の発展を支える要因となった。

2. 火山地帯では地下深くに高温の蒸
気や熱水が存在するため、これを取
り出してタービンを回す発電方式が
、再生可能エネルギーの一つとして
活用されている。

3. シラス台地は養分を豊富に含んだ
火山灰で構成されているため、肥料
を与えずとも高い収穫量が得られる
ことから、九州最大の野菜供給地と
なっている。

4. 活火山周辺では噴火による降灰被
害を防ぐため、広大なカルデラ内は
居住や農業が厳しく制限され、主に
無人の発電施設のみが設置されてい
る。


